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概要： 地球温暖化などに伴い環境保護の必要性が声高に叫ばれている現在、企業のみな
らず大学を含む高等教育機関もそれに注力する必要があるのは言うまでもない。しかし、
近年市場に出回り始めた省電力のパーソナルコンピュータやネットワーク機器を導入する
ことのみ環境保護に繋がるわけではない。本稿では、端末室環境における、主に利用者の
視点に立った環境保護の可能性を探っていく。
1 はじめに
環境保護や省エネルギー消費などへの取り組み
は、温室効果ガスの昨今の急激な増加からも今や企
業のみならず高等教育機関や一般家庭でも必要とさ
れていることである。
省エネルギー化で大きな効果を上げやすいのが、
省電力型照明や効率の良い空調機の導入といった設
備の刷新であることは言うまでもない (当大学にお
いても、建物の新築棟により延床面積は増大してい
るものの、これら節電施策により伸びは抑えられて
いる [4]）が、一方で学生・教職員をはじめとする大
学利用者の行動改善・意識改革による効果も小さく
見積もるべきではない。本稿では、設備投資といっ
たハード面からのアプローチではなく、利用者の意
識改革・行動改善を促すような環境保護・省エネル
ギー化につながる対策を検討する。
2 消費される資源
端末室環境内で消費される主な資源として、1)端
末室環境維持および端末自体に利用される電力、2)
印刷機で利用される紙資源およびトナー、が挙げら
れる。本節ではこれらの現状について記す。
2.1 電力消費
端末室環境において消費される電力のうち、主な
ものは端末室環境維持に利用されるもの（空調、照
明など）と端末自体が利用するものである。
端末室の規模が利用者の数に比べて遥かに大きい
場合、端末室環境を維持する電力は利用者の数に左
右されず概ね一定であるため無駄が多いといえる。
しかし、端末室の一部は講義で利用することも多
く、無闇に座席数を減らすことはできない。
一方で、端末を利用する際に発生する電力は利用
者数に応じて増えていくが、端末をシャットダウン
しないままの長時間の離席などで無駄な電力が発生
する余地がある。
2.2 プリンタ
当大学では、授業支援ポータル「Course N@vi」
[1]を通じてレポートの提出・受理などができる体
制が整ってはいるものの、様々な理由から紙媒体で
のレポート提出を義務づける講義は少なくない。ま
た、上述 Course N@viを通じてダウンロードした
講義資料や各種ウェブサイトで得られた情報などを
印刷する際にもプリンタが利用される。
当大学の大半の端末室では、学生がプリンタを利
用する際各自がプリンタ用紙を補充して印刷を行う
こととなっており、印刷料金は無料である。粗悪な
プリンタ用紙を利用した紙づまりや、用紙代以外料
金がかからないという安心感から必要以上に多く印
刷する利用者も見受けられる。
3 対策
本節では、第 1節でも述べたようにハード面から
のアプローチではなく、利用者の行動を環境保護へ
向くようにデザインする対策を検討・提案する。
3.1 長時間離席を減らす
端末ログイン中に長時間席を離れた場合、悪質な
ユーザによる詐称やその他のクラッキング行為など
が行われる可能性がある。そのため、当大学では長
時間離席した場合には端末が自動的にロックされる
ようになっている。ロックされた場合には、ティー
チングアシスタント等に依頼の上解除する必要があ
るため、長時間離席の抑止効果が認められている。
この機能はセキュリティの観点から施行されたもの
ではあるものの、長時間離席の抑制は結果として無
駄な電力消費を減らすことに繋がっていると考えら
れる。
3.2 利用可能端末室の情報提供
当大学では、学生教職員に対して携帯電話やパソ
コンから利用可能な端末室や空き端末数を照会でき
るサービスを提供している [3]。空き端末数に関し
ては、学生教職員のログイン状況からリアルタイム
に割り出させる仕組みとなっている。端末室の一部
は講義で利用されることもあり、利用者は他の端末
室を利用することになる。また、端末室に空き端末
がない場合にも他の端末室に移動しなければならな
い。このような際に本サービスは役立っている。
上節で指摘したように、端末室環境を維持するた
めに一定の電力が必要である。利用者数の状況にあ
わせて一部端末室を閉鎖したとしても、本サービス
があれば一般利用者の不満は軽減できると考える。
3.3 デフォルトの力
ユーザインタフェース研究者であるヤコブ・ニー
ルセンは、多くのユーザがデフォルト値を使い続け
ると述べている [2]。これはデフォルトのユーザイ
ンタフェースを最適化することが重要であるという
ことを示唆してのものであるが、デフォルト値を変
更することで環境保護に役立つ事例もあるだろう。
当大学で施行はしていないが、プリンタの印刷設
定に関して「割り付け印刷」や「両面印刷」、「ト
ナー少なめ」などをデフォルト値とすることで資源
節約に役立てることが可能と考えられる。
3.4 資源消費量を自覚させる
日頃資源を不自由なく利用できる環境にあると、
その資源をどれだけ使ったのか、そしてその消費量
が地球環境にどれだけダメージを与えるのかを想像
することが難しい。これらの消費量や自身の消費量
と他者との比較等を利用者に意識させることが肝要
である。
当大学大久保キャンパスの端末室では、他キャン
パスに先駆けて本年度より印刷の課金制を導入し
た。上述のように大半のキャンパスでは用紙持ち込
みの上無料印刷であるが、大久保キャンパスでは用
紙を持ち込む必要はなく、カラー印刷も選択できる
ようになっている。印刷への課金は無駄な印刷を抑
制する効果の他にも、粗悪な用紙利用による紙づま
り等を防ぐこともできるためメンテナンスコストの
低減、ひいてはプリンタの長期保守運用などに繋が
る利点がある。
なお、本大学では各キャンパスの電気・ガスの省
エネ分の一部を当該キャンパスへの奨学金として付
与する施策を実施する予定である。端末室環境とは
直接の関係はないものの、キャンパス内の資源消費
量を明らかにし、他キャンパスとの比較を行うこと
で自身の資源消費量を相対的に見ることを可能とす
る施策であると考える。
4 まとめと展望
本稿では、昨今の環境保護への強い要請などを鑑
み、端末室環境の資源消費の主なものを挙げ、それ
に対してのソフト面での対策を述べた。
一般的に、環境保護への施策は新たなサービスを
提供する訳ではないため一般利用者にとって魅力が
少ない。しかし、上述した利用可能端末室照会など
の利用者向けサービスやカラープリンタ導入に伴う
課金制の施行など、一般利用者へのサービスを応用
して環境保護に役立てることのできるものは多い。
エネルギー消費の少ない機材を導入するだけではな
く、これらのソフト面による省エネルギー化、省資
源化についてこれからも考えていくことが重要と思
われる。
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